
W
TF
れ
、
事
い
が
川
什
剖

は

ニ

八

州

t

r

A
特
官
室
一
ザ

ι4中
に
は
が
絡
的
ν
1
ス
心
主
と
し
て

μun鈍
症
の
越
加
点

盃
聞
か
で
自
然
の
風
光
K
W
み

五
ム
入
場
キ
封
場
三
ぜ

2
7純
um
同
銀
と
な
っ
E
い
た
が
す
密
復
旧
事
業
畢
柴
崎
は
A
UU一-

蛮
走
場
、
と
し
て
は
紘
説
池
久
あ

守
山
吋
所
二
M
W
A
納

控

訴

一去
る
十

一
月
土
木
目
点
A
U

す
の
試
問
施
世
を
納
め
、
脱
光
事
業
の
一可

一る
と
臨
め
ら
れ
た
の
で
市
叶
駄

便

所

C
-
ケ
所
以
九
州
じ

μ
一立
が
剖
輪
大
山
の
魁
可
主
抑

一般
興
舎
の
他
市
の
車
場
た
都

-

E
抑
制穴
す
る
ーと
共
に
観
光
事
提
言

、
問
客
牧
帯
人
日
-九
0
0
0
一O
で
、
明
都
早
々
全
国
の
ト
ツ
寝
泊
筑
止
し
℃
光
悦
す
る
予
定
で
一一

況

一の
扱
興
を
叫
泌
す
る
た
め
に
山
一

名
内
一
一-O
O
O
名
を
取
詐
山
一プ
bz
切
っ
て
郊
一
同
の
ν
1
三
あ
る
。

F

民

一内
玖
山町崎
w
k
噌

l
タ
ー
ボ
!
?
一

家
不
法
土
ス
タ
ン
1
F

・
ス
グ

τ開
仙
l
叫
る
見
極
し
が
つ
い
一
「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

事
揖
司

定

一

一

一、一一一

J

j

iF

鶴

一世
先
端
の
世
世
ま
制
回
し
、
ゐ
ニ

ン
ド
前
山
約
五
O
O米
に
法
一た

。

百

目
的
」

町

J
r

耐
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
去
。
十
一

ぷ
拠
開
放
U
K
Z
れ
K
M
W
行
「
事
業
経
営
の
見
通
し
」

iL以
k
逃
ぺ
た
よ
う
に
、
叫
耐
火
一

ル

一月
の
末
陀
柑
位
術
ιε
完
了
し
た

一

し
た
阿
O
O米
の
泌
耐
3
1
f
休
M
K
一
岡
山
肌
聞
協
す
る
』
再
市
松
十
分
た
不
自
備
を
も
兵

}

一の
P
あ
る
u

一

ス
は
思
想
的
型
化
掛
と
し
て

F
を

ま
u
と
し
て

-
同
点
目
{
て
今
岡
盈
凶
の
ト
ッ
プ
を
切
手

引

一「
施
陵

町
大
要
」

一
の
泊
地位慨
制
配
A
怖
し
い
る

一
円
一
師
三
目
、
=
師
竺
日》

一
マ
部
戸

刊
の
世
Il
グ
l
ポ
l
ト
一-

毛
士

、
教
地
綿
坪
数
七
O
ニ
阿
川
町
一「
鰹
密
菌
か
ら
見
た
方
針
」
一日
十
ν

1
ス
八
沙
組
と
し
て
い
吋
一暫
定
出
主
を
開
始
す
べ
く
湘

m-

一

九
凶

一両
故
事
索
開
催
が
翠
れ
た

一
月
の
代
h
州
三
千
二
百
万
刷
、
企
一万
端
完
了
し
た
の
で
ゐ
っ
て
斗

一二
、
睦
物
裂
け
数
四
七
刊
一
昨

二

か

昭
和
二

千

年
l

肢
は
一り
制
旬
、
跡即応
金
、
同

誌

尋

一心
本
語
は
祭
在
的
示
、τ刊
句
一
一

一

九

一隅
ね
凶
同
似
の
ホ
俗
的
誼
定
を
て
を

4

品川引
A

宮
、
山
の
組
収
入
を
S
T
L
l
ボ
1
ト
の
鉱
山
の
」

一
内
時
ム
不
都
府
内

O
刻
ム
ポ
一従
施
し
叫
-O

予
定
で
常
初
の
叶
百
k
向
の
七
乃
五
八
パ
l
セ
ン
主
、
日
川
町
り
改
持
、
を
i
グ
ぷ
一

一
!
ト
特
納
附
側
証
川町A
U

焚
助
一回
を
睦
て
て
い
た
が
中
央
区

一ト
ハ
一
月
平
均
約
二
百
刀
凶
v

T
I
K
闘
す
る
出
外
H
山
モ
ム
~

一
四
戦
抽
出
一

七、

抗
叫
A

公
選

一於
け
る
色
々
の
似
維
な
引
間

ω
τ
u込
ん
で
い
句
。
の
で
各
季
竺
一他

?
ー
タ
ー
ボ
ト
山
間
地
に一

一
手
控
説
阿

O
岬
五
ム
舟
綜
資
一た
め
に
金
凶
せ

ー
タ
ド
l
ト
出
?
"
を
陪
き
=
月
か
ら
す

一
月
一凹
す
る
革
主
円
以
斜
に
人
材

-

一
割
二
七
-
一
坪
阿
凶
A
U
掛
川
間
一A
日A
曹
の
結
成
が
お
〈
れ
た
た
め

一ま
で
九
同
の
紅
梅
を
行
う
a
と
す
丁
、
併
せ
〈
仇
本
思
叩
却
の
物

-

描
寸
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

一れ
ば
一
品
川
に

一
千
八
百
五
弘
之
副
主
識
に
資
す
る

ι一j

竺
i
H
E
u
-
-
i
l
l
i
t
-
-
1一仰

の
主
金
が
る
乙
と
に
会
児
、
地
方
財
政
の
改
請
を
且

届

1
3

・
C
』
れ
は
内
崎
K
見
抗
つ
一お
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
。
ぁ
一

山

由
十
一

月
三
十
日
眠
り
の
市
民
税

一一
一聞
は
納
付
じ
た
む
ま
一
一

一

L

昨

日

一

に
も
の
で
長
崎
臨
柚
の
収
入
山
一っ
て
、
将
来
の
泌
!
大
な
る
稲
マ

剛

一
し
た
で
し
ょ
一
品
型
納
付
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
が
あ
一
:
分
で
あ
き

一の
下
K
T
目
さ
れ
た
も
の
で
み

叫

一
白
り
ま
し
た
ら
辿
か
陀
納
付
し
て

下

さ

い

一

J
J

汁

-
!

1
1
「

-z

一5

0

2

J

Z

一

一
肱
益
金
の
使
用
方
法

iji--
Z
。

一

同

一
仔

躍

を

置
付
し
?

?

堂

昇

長

促
手
数
料
や
一

1
h
aむ

qdq一:
円
曲
U
H

じ
刷
っ
た
拙
ふ

zi

u
一
延
滞
加
算
金
事
余
分
に
負
担
巳
ね
ば

Tvぜ
手

ん

一

一
一
十
引
山
む
引
iu
引
い
ん
山
川
町
一能
品
目
の
た
め
中
山
一
K
M
誌
の
拍
一

前

一

一一で
も
似
川
L
刊
る
こ
と

陀
た
つ
一大
た
支
世

L1
4蛇
す
る
次
第
三

m
B自
輔

車
、
荷

車

を
附
A
し
瞳
札
を
付
け
て
届
ら
れ
な
い
=
て
い

る
の
で
、
市
ル

1
て
は
、
一あ
一。。

ー一
戸

山
方
が
あ
り
主
L
た
ら
市
役
所
又
代
山
叫
併
で
所
史
的
乎
配
bz

一円
引
則
州
州
制
引
制
U
川
引
剖
州
制
日
山
u
紡
た
き
U
A
L
祢
似叫ん女

-

戸

ιて
下
さ
い
沼
L
E
官
の
泌
ー山
が
な
く
巾
告
し
な
い
場
合
以

一
川
匹
余
の
北
町
地
主
的
殺
す
九
一

一
生
J
じ
叫
，
る
鈍
伐
と
し
て
一
一

}
一
一
一
九
凶
以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
が
あ
め
ま
す

一
め
に
聞
係
車
向
ぽ
強
力
な
泌
h
二

千
レ
存
成
予
算
に
附
惚
コ
γ
一

号

ほ

ん

i
E
P
Eい
わ
ゆ
る

E

j
2
ぃ

t
r
i
eJ
l
i
l
i
-
-
i
i
li
111
j一
を

f

i
--
-
i
z
A抑
止

し
‘
文
化
を
空
爪
す
る
回
目
畿
で
郁

ω吉
川
。
草
原
す
る
ヰ
り
そ
》
た
め
吃
、
今
崎
市
役
一
w

;

i

f

L

t

s

一一月

一
凶
悪
糊
し
た
大
陸
虻
霊
祭
主
し
て
お
眠

、

B

位
以
認
可
竹
内
U

にれれはわ
M
m
M
けれ抗日一
日
刊
山
知
以
銀

翼

多

良

を

越

λ
て

一叫
抑
制
封
印
刊
誌
語
れ
れ
げ
げ
れ
つ
長

我
々
が
新
し
い
民
主
悶
家
と
た
政
治
を
行
フ
に
怯
、

一
入
一
し
ま
し
て
、
山
政
山
I
h
，
主
な

j

j

一供
応
酬
知
事
島
市
柳
町
大
村
山
以
一
一
月
か
ら
日
ヒ
回
の
運
試
を
一

山
町
一
諮
問
叫
ん
能
川
山
川
明
内
部
一
時
間
↑
邸

側
(
大
村
)実
現
期
待
さる
一丸
山
町
刊
誌
訪
問
州
日
制
u
u
髭

成
に
や
っ
て
行
く
た
め

E諸
E
Z
Rf
a
Eで
あ
の

e
t
z。
;

て

山

川

河

川

町

昨

日

一

国
民
持
笠
円
時
制

詰

帥

砧
一

，

uoi同
盟
百
は
ち
M
M
M
U日
M
M
V
矧
刊
作
品
作
い
れ
ど
一

諮
問
バ
抗
品
川
…
い
い
山
川
市
中
市
町
山
九
山
間
山
料
開
昨
日A
諸
問
町
一刊
は
山
口
訪
日
刊
に
灯
台
川
口
引
れ
れ
ば
山
片
付
U
V
M
M
M
H
M
M
M

じ

m
m
m明
間
的
い
訪
れ
諮
問
民
的
何
十
日
以
性

よ

J認閥的対

地
理
的
僚
制

あ
る
が
、
本
燃
の
ほ
偽
巾
山
穴
に
位
し
て
、

;

ー者

長崎阪大村il，.
掲rrm大村市役所

電路代磁 67司降"崎U沈I'II!1'lll..r=TFJ

印刷所 主t印刷所

nrt 全

損壊
ら 41チid

Tit施
ι暫言L
く定;主主
開 11J
設 備

1 & 錦1:. 

大
村
市
C
は
市
営
破
諜
と
し
C
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
彼
定
を
行
う

T
』
忙
な
り
が
年
以
以
来
広
盟
国

ト
ッ
プ
配
切
っ
て
玖
山
崎
梅
搾
芹
的
子
五
百
万
凶
の
担曲
目
を
投
じ
‘
副
々

の
施
試
な
行
っ
て
い

が
児
棋
に

iz成
し
た
の
で

h
7
2
「十
一-
L引
用
前
九
時
半
か
ら
開
場
式
ι
議
行
す
る
f

と
共
に
会

-
一
十
台
日
午
前
十
時
カ
ら
回
目
ホ
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
枕
人
会
を
開
問
、
毛
の
後
中
軸
を
十
二
月

一
M
M
午
前
九
時
か
b
行
っ
た
と
工
る
脚
内
立
に
滋
〈
千
業
.
三
置
を
始
め
何
回
み
作
地
か
ら
川県宝

4
叫
に
教
で
の
飢
余
は
4mr
H
肱
ぜ
さ
る
ス
ピ

1
F
と
ス
リ
ル

の
wn快
味
を
満
喫
し
大
成
功
を
収
め

ん
・
か
〈
て
市
を
m
研け
て
の
大
都
諜
e
b
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
誼
定
は
、
選
手
の
訓
刷
、
施
日
の

j

側
、
師
蛇
の
巡
管
共
に
一
憾
の
軌
巡
に
衆
っ
た
開
で
あふり
」
方
.
k
p
比情的
州
制
伐
の
れ
叫
休
ゆ
』
た
る

凶
t
J川
ゆ
♀
l
hフ
冶
民
情
唖
令
&
曹
の
EJM
も
揃
や
〈
十
一
月
三
十
自
に
部
輸
大
恨
の
臨
可
色
町
叫

の
で
、
世
〈
臨
帥
曲
言
す
れ
ず
ム

1
2

凶

仇

m
AS廿
と
な
っ
た
の
P
あ
る
が
、

品
世
A

習
に
市
営
骨
タ
ー
ボ
ー
ト
鮫
定
wo設
の
眠
援
に
つ
い
て
山
中
し
逃
べ
た
い
1

・

盟
設
の
副
き
」
昭
和
二
十
一闘
ゐ
習
を
涌
巡
し
を
タ
l
d
ヱ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
臨
定
合
出
世

年
引
月
品
十
出
会
K
於
て
.
一l
p
ν
i
ス
が
法
制
化
き
れ
る
一一
比
さ
れ
こ

μ
と
並
行
し
て
師
走

!
グ
i
d
F
i
ト
前
走
法
衆
が

一
に
草
。
、
官
民
崎
輔
陀
必
て
も
一川端
の
性
出
雄
助
が
在
っ
た
白
で

政市j 大 村

，、、

昭和26年12Jl25日

大
村
市
長

柳

原
敏

総帥
以
後
ハ
司
に
し
て
、
我
々

日
本
国

F
が
久
L
〈
持
堕
し
て

お
ふり
含
し
た
昨
和
線
的
も
軌
ば

Z
円

い
よ
い
k
近
〈
四
本
眼
光

茎
た
自
主
機
を
取
の
反
し
て
、

一滴
立
固
と
し
て
再
び
世
非
の
仲

)

m
入
り
が
向
来
る
工、と
に
も仏め

一

守
し
た
・

(

十
今
後
時
々
が
政
治
の
上

eも

寝
憐
生
活
の
k
で
も
、
ほ
ん
ーと

T3
の
凋
立
自
の
国
民
主
し
て
立



(エ〉

;
HI
掴
損
保
殺
事
業
を
育
℃
ょ
う

」

J
リ

禽

E
E寝
，
4
t
t
t
a
f--
で
さ
フ

ヨ

W

C

清

一

詩

型

出

品

一
品
院
で
あ
る
。

?
z
S切
出
し
て
い
る
0

4
A0

・
成
保
防
事
品
の

-
瓜
と

一

同
民
間
山
山
下
院
制
度
伏
、
枇

な
お
、
大
村
市
の
闘
民
間
山

-
1
J
し
と
昭
和

=
十

ハ
4
1
一会
制
判
制
皮
主
し
て
叫
々
山
氏
一保
障
郡
北
の
選
管
問
泌
を
見
句
。

'
S
月

一
日
か
ら
市
守
柑
院
一
の
円
前
旬
祈
w
k

ご
っ
て
切
ふ
り
隣
一
三
水
均
八
月
末
現
十
代
P
紋
R
W
陥

一

歩
附
置
し
た
・

一
4
1
E
の
川樹木
注
い
も
の
を
あ

一筑
和
布
積
む
千
五
百
性
格
.
被

e
ゆ

一

こ
の
市
江
剖
院
伏
市
一
0
・
市
民
各
位
台
ら
十
二
分
K
↑侭
防
宥
数
三
万
七
千
五
百
人
で

品
副
…内
敵
前
蝿
rn
七
の
元
大
一利
川
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
た
い

一似
防
粁
予
算
胡
千
二
百
十
五
万

陸
自
司
J

村
岡
民
剛
脱
出
川
隣
組
合
一
の

そ

特
v
t

川
晋

ω市
治
的
院
一山
の
中
徴
牧
し
た
開
障
制
九
百

引

℃

直

営

共

謀

院
を
民

主

り

市
民
円
た
め
の
よ
句
王

二

十
万
千
百
包
十
円

ハ
襲
歩

幅
時
間

収
し
た
も
の
C
惨
傑
将

一含
税
し
め
ゐ
ぬ
勺
の
病
院
止
し
一合
匂
五
、
じ
%
閥
僻
山
民
制
助
金

量
官
朝
刊
俗
眼
科
、
内
科
e
M什
↑
て
務
付
す
ろ
た
め
に
磁
処
し
た

一百
一ハ
十
=
刀
七
千
百
一
一
一十
じ
M

l

m
軒
、
皮
桝
泌
以
僻
科
、

一も
の
p
b
T

山
戸
、
は
今
後
、

τな
っ
て
お

pvれ
に
到
し
宅

小
児
科
.
夜
師
人
科
、
呼
鼻
咽

一市
民
待
問
カ
白
分
ら
の
MM
山
吉

一向
日
料
を
受
付
化
引
物
敏
丘
千
四

喉
科
、
険
料
、
の
八
科
に
分
れ
一
し
て
4
l
分
児
市
政
府
院
を
利
川

一
百
宍
十
じ
世
帯
倍
科
技
組
制
ニ

天

院
世
例
制
も
光
船
し
た
近
代
的
一
L
、
且

4
Z
れ
を
慌
り
政
て
て

一千
七
万
じ
千
九
百
十
八
闘
で
こ

一

一

の
巾
附
制
紡
付
制
が
八
百
三
万

一千
百
六
十
七
刷
、
酷
収
乎
官
並

に
似
似
金
-
-
↑
十
五
万
七
守
有
阿

国
、
人
件
吹
百
六
十
五
万
九
百

コ
十

一
山
施
目
白沢
郁
耕
史
的
抗

品
共
の
他
九
十
八
万
レ
UT
-ニ
百

七
十
刷
、
と
捻
っ
て
お
む
、
二
十

五
年
度
に
お
砂
ゐ
大
村
市
の
一

戸
平
均
開
時
酌
M
U
二
千
ん
ハ
百
九

昭和~6年1 2月 25 関よ1;' E文市大村

倍、

屯予

長金の~i t五:三エ!

い
る・

大
村
田
前
カ
ら
本
町
角
を
過
と
た
旬
、
哩
賞
百
三
十
万
円
、
山
川
純
削
指

t
相
怠
っ
て
間
前
か

一
が
間
持
さ
れ
て
来
た
の

り
出
作
間
遣
に
市
立
脇
市
大
村
市
負
拙
百
二
十
万
円
の
A
W
削
ニ

ら
綜
合
グ
ラ
ウ
シ
ド
入
日
企
む
一

E
大
村
山
で
同
長
崎

停
車
場
絞
り
延
長
は
大
村
市

直

凶
十
万
凶

ω経
典
を
役
じ
、
以
立
派
な
抵
抗
菌
時
と
し
宅
整
一
刻
箆
M
m
m誕
の
拍
組問
W

の
支
回
日
ー
と
し
て
最
も
変
哲
也

臨
也
餐

J
Uと
し
て
去
る
十
月
僻
さ
れ
る
'
】と
に
な
わ
各
唖
ス
一
U
し
て
大
村
尚

K
R弘

も

?

荷

量

R
q
B」

7
nノ
日

幸

売

る

が

ヲ

行

事

2
1一
語

在

世
す
る
た
め
、

ぜ

い

号

車

庫

両

証

t
dC
J歯
差

万

・

4
7
7品
喜

一

方

的
へ
孤
立
巡
闘
を
柑
り

か
ら
-
寄
っ
て
も
こ

の
喜
耐
を
設
十
八
回
起
γ

ム
・
十

一
月
三
十
日
に
各
地
か
ら
の
制
客
に
も
非
常
一
い
た
が
、
十

〕
月
九
日
、
水

備
す
る

z
aは
久
し
い
懸
築
で

に
竣
工
し

ー

な

便

宜

を

興

え

あ

己

主

と

な

り

デ

あ
っ
た
が
、
鵬
で
は
こ
れ
に
ア
こ
の
完
成
陀
よ
っ
て
目
下
工
市
の
女
間
口

の
架
化
も
一
臨
時
艶

ス
フ
ア
ル
ト
冊
艇
を
施
今
こ
と
都
抽
出
行
中
の
二
十
五
号
陶
磁
泌
え
ら
れ
た
開

eあ
る
・

開 1号

ゐ
る
玖
内
崎
出
作
の
旧
出
向

球
務
刷
所
跡
を
袋
地
に
つ

τ帖
し
〈
間
交
し

n-、

野
面
の
堤

一
第
二
牧
ハ
朗伊
佐
の
使
命
》

一以
崎
臨
l
f

大
村
山

mzv脱
-hy

一生

日

mmIJ
二

例
年
振
り
近
代
的
衣
車
ぇ
一心一枕告少年おじ，
A

帥
岨
悦
閣
は
大
村
山
の
水
町
と
一式
れ
に
叩
け
、
け
下
町
れ
V
H
m
T
山
大
村
山
川
回
大
村
巾

q
R
J4
一

磁
を
鮎
ぷ
内
関
川
に
か
り
ら
一釧聞の

T
P
正
事
前
逃
め
り
れ
C
一4

T
円
利
子
一

た
お
橋
C
、
明
治
初
年
比
旧
一お
り
・
引
土
一
一月
末
に
代
松
」
一l
ぃ-一
;

:

~

草

花

の

自

の

お

止

は
一
白

Zで
あ
る・

I
l
l
i
-
-
葉
山
ぶ

し
て
仰
木
ωり
ら
れ
亡
以
来
八

i
一

従
来
の
引
埼
拡
誼
時
k
m
M
lそ
戸
¥
少

一
ハ
川
千
」

聞作
、
大
村
山
田
叫
松
泊
り
の
-
m
ギ
引
に
な
っ
て
.
世
返
り
ふ
八
二
耳
悶
t

』
高
司

仁
子
〈
回一

叩
心
と
し
て
、
大
村
の
日
本
鍋
一山明
日
噌
耶
な
ど
の
安
局
v
t

組
め

ず
夕
、

JR
D
言

わ
怜
円
ー

と
も
制
す
ペ
台
、
切
の
P
、

望

、
て
不

M
e
あ
っ
た
の

p
tNP
芸品
V
'K
一治
利
篠
山
叫

山内
h
M
訪
日
す
れ
昭

一品
川
問
問
山
川
町
引
が
一を

紘

一げ
M
1

悦
川
左
"
註
特
肥

.2
1
ト
ヲ
一

ι
1
1ぷ
C
あ
っ
た

CL新
土

h

A
山

一
一
五

F

UUMMMい
刊
日
日
付
一q
JM
Uババ

ζ
F
桜
前駅ト

シ
引
、
1
t
p
u
i
i
j
i
f計
、

:
f三
割
一1
1
1

U
的
な
摘
K
拠
物
え
不

z
t
E
山
山似
の
哨
伏
大
村
山
の
メ

l
E

-
一

以

E
-耐
合
4
q

時
間
的
制
ト
リ
一い
い
れ
れ
れ
れ
州
立
f
A
村
一開
門

げ
別
百
五
十
三
刀
叫
の
相
貨
を
一日
に
と
っ
て
力
的
川
注
便
利
佐
川

2
rrA1
一即時制

一す
る
蛇
州

νc挫
橋
工
都
に
抗
手
、
叩
一え
ぶ
も
の
で
あ
る
。

F
E
I
凹
む

一
を
判
決

干
六
年
十

一
凡
六
日
拍
工
一

ー
サ

4

E
晶

一出
す
ヌ

一

日

公

一古

一

品

。
一

れ
変
る
鶴
鎚
橋

問
脚
下
観
光
mm
選
に
入
選

長
崎
輔
、
輔
副
光
迩
問
、
同

k
H
U
 

位

e共
に
長
崎
輔
副
光
一

。
間
内
に
入
る
こ
主
が

た。円
行
制
川
地
主
し
て
丑
崎
、

根
制
め
各
方
耐
か
ら
の

が
多
散
帥
守
れ
る
も
の

さ
れ
て
い
-
0

・

I
 

'
i
 

十

一
月
十
五
日
か
ら
-
一
週

に
わ
た
っ
て
全
国
的
日

E 豆ザ子o

T12〈 ロ--A

iigi村i
tj1k:異:
包EE;珠:
;;; 野 ~ ~f ~
件 現 。密 口

ii普;疏;

行
児
童
表
彰
や

公

民

館

て
偶蹄
論
大
奮
闘
車
行

青
年
保
護
育
成
運
動

《
市
長
虫
臨
単
A
U

j足

" 

<D 

十
ー に

し 月 酷
ごし
寸 、

V~ 大
E村

官I1-I!i 
寸 で

0'， <f 

大
本f

ゴr
S沼

主幹
!Q 

柿
オえ

4まE 同

ハ
騨
知
事
誕
彩
者
》

'0 
郁 入
ー灘間
¥.者 愉

失 大
の合
通 11¥
"場

常守

航
相
応
タ
カ
マ
サ

曲
目
図
版
製

の-

， -



て
川
来
る
詑
砂
市
民
皆
揖
一す
。
誌
に
撞
べ

ま
し
た

一怜
る

こ
と
が
考
慮
さ
れ
ね
一を
行
r
f
J
F
、
六
日
は
年
一
l
司
回
目
rH
勉
酌
弘
、
米

一係
が
斬
限
さ
れ
、
十

τ月

の
で
ふ
陀
あ
る
公
民
館
由

一組
む
巾
央
公
民
耐
は
そ
れ

一ば
た
ら
在
い
と
思
い
注
す
一世
-
時
か
ら
巾
央
公
民
和
一
た
栴
外
各
地
耐
院
に
抑
制
W
3

一
-
岡山
μ
ら
大
村
市
山
川
縦
割

陸
曹
を
民
主
的
に
い
た
し

一ら
の
部
務
公
民
館
の
訴
動

7
e
う
い
ふ
説
掛
か
ら
公
舎
一
e伺
守
山
保
執

U
血
友
合
訟
に
一
れ
て
い
る
米
両
部
同
胞
の

一躍

t
い
句
ヨ
も
O
が
州
来
て

3

L

h?

、，Z
A
M
」
$
3

1
1
f
ι
〈

111の
一川

2
2
11
1揖
一干

し

て

の
性
特

G
を
ま
を
開
似
し
た
。

一
室

故

山
の
年
間
賢
明
と

一

宮

油

E
師

、

喜

一市
政

2
4
2
E

4
1
f《
O
L
孟
A
-
￥
昨

浅
t
v1
1耐
智

一問
主
主
一

L
Eも
由
で

一
い
た
↓
企
L
て

官

引

を
一

こ

の

回

以

号

車

問

一
止
の
理

主

の
扱
磁
を
す

i
ι
tuれ
ま
し
一

T
E
R
E
-

E

E
ノ
ノ

-
z
I
a
E

議
官
tt
目白豆
t
3
.ー
ーー

:

一i
品

冊
目
一
世

充

て

一霊
園
支
部
役
目
、

喜

一
ぃ
百
的
五
附
さ
れ
た
一

Emir-し
ま
に
お
知
ら
せ
す
る

Z
A

九
州
屈
指
の堂

?

偉

容

一川叫ん山一日
一九
抑
制
柴
山
一い
ねいい
一諮
問
需
拡
抑
制
H
l
f
ru-
-m
船
出

六
高
山
器

村
監
目
下
医
大
村
師
前
山
凶
叫
に
也
策
中
田
中
止
公
民
館
は
十
月
末
で
一す
山

JE--u-「
大
村
市
一の
企
し

τ岳
民
相
悟
耐
の
一等

D
iι
ι
よ
望。
山
収
益
を
一一

般
市
民
た
ど
四
百
位
名
一本
誼
劃
一
脚
本
帽
&
白
濯
崎
一三一
十
附
世
十
山
由
:
--一七
号
-竪

E
b」
を
後
行
す
る

且
都

E
E
し
十
一
月
二
日
終
県
民
を
壁
材
し
た
@

可

山

公

民

相

」

IAぁ
lt一
tbwA出
必

mfli-
-11怠
ん
?
川

1寸
が
こ
で
酢
書
娘
、
岬
阿
中
山
一
説
。
挨

一
に
自

ιis
o
で
あ

b-
そ
一出
掛
川
上
引
節

ーっ
島
町
刊
号
を

Z
-と
に
な
り
玄
し
た
・

こ
の
公
民
館
以
組
長
六
百
半
自

を
投
じ
た

喜

一二
階
建
町
並
冷
た
る
越
す
。

し

t
-;合
-一

F
b
E
utf
竺

2
2は
官

官

加

一野
に
つ
い
で
輔
周
監
部
長
一

c
Z宮
市
世
間
同
市
一も

配

3

L宮

Z
え

そ

う

い

是

柚

t
九
州
で
も
柿
術
LO
C
公
民
町
と
し

τを
の
伶
客
足
町
る
に
足
る
も
の
で
あ

41い三う
Jilt附
の
士
人

一

1勺
G
E十

JJJ川
県
一件
一

1集
者

t邸
姐
↓
ゆ

f
ゃ
一
栴
外
同
胞
救
出
岡
民
彊
勘
師
官
相
掛
川

ι
世
倉
市
M
一

ttIEFf-1一
配
よ
一味
で
山
古
れ
た
も
り
白
筋

。
、
ホ
ー
ル
、以
降
伶
人
目
は
千
二
百
名
そ
の
外
陀
眼
目
笠
・
宝
醐
皇
、
園
軒
由
民
、
五

磁
の
止
め
の
も

Diい
一
ι叫
り
泣
い
開
手
一
れ
か

一寸

11
wf
iは
制
力
協
一大
付
文
部
長
氷
山
山
山川
彦
氏

一命
、
市
役
所
、
山
内
町
各
一

m?lmj31
Btり
ま

】同
一で
あ
り
、
副
耕
桂
樹

円
本
聞
な
ど
の
施
世
b
z
z
E惜
し
各
賞
共
に
文
化
。
世
童
A
し
て
開
館
以
来
辿
臼
各
ぅ

E
で
は
あ
句
ま
せ
ん

一首
盟
主
見
大
い
t
畳
む
も

一
L
U
E
ι
ι
ー
た
し
ま
す
一白
挨
書
、
臨
駐
ゐ
E
H
H
阿
国
一
極
幽
体
代
書
す
ら
控
目
を

一し
h
勺
t

i

-

-

一.を，乞、
巴
他
色

B

ρ々
目
耐

e楠
u足k
 

種
の
文
化
行
w事.
花孟律使昨
r市…川川怠
I

れ
れ
、
各
櫨
倒
体
や
一
ニ帆阻阻
小市巾民

i

かから
w暮骨
ば
れ

τhいv
る
山が
即
、
す
す
骨

で
も

ti公全一艮民鮒

一の
で
あ
め

市喜
位
問量
皐

z輯
稗
で
依

2次
の
よ-うよコよ

Kz公量
民
館

fにつ
己い
て長
股
明

Tして
ご
い
る
宅

.
τ
E勤揺
内
2白詰地
2ι
写

一寸
の
と

Z
E
S
t一中
古

一

t
d

長

官

互

畿

に

つ

E
'K題
す
る
玄

戎

2
・

E
E号

一寸

枠

制

炉

士

土

あ
っ
て
市
民
の
脅
醜
か
ら

中
央
公
民
舘
の
開
舘
に
曽
っ
て

一川
口
引
い
訪
日
笠
間
町
訪
れれ
日
一
れ
れ
U
M
M坐
持
れ
打
開
始
山川一ム訪
日
童
1
1

J附賢一[一一一
m
M
一泣
い
向
刊
誌

押
盤
。
主
主
主
R
耐
紘
一
に
か
h
る
も
田
で
あ
・

2
-k野市

H
A
心
両
日
り
ら
れ
ね
一的

は

撞

笠

Z
れ

ιιιl
一曲

M
t
っ

τ
ぃ
1
山川
(

一l
一i
山吉
川
副
闘
し
い
f
J
J
一
さ
一氏
自
制
諮
問
で
間
合
、
眼
回
一
企
副

芸

EI--
朝
長
悦
二
一
一
札
制
止
円
十
一町

一出
号
令
吉
弘
事
、
抑
宜
日比

市
民
皆
様
の
脚
力
陀
ょ
っ一
ぜ

ん

・

一

ば
な
ら
恥
た
仏
や

r.
こミ』=E守玄』であ
h。L，一一7企あの句り
、ま
し
て
牌
申
朱
然
各
冊
聾
叫
躍
硲
芝
一B

巾
巾
す
匙
も
注
亨
，
〈
、
巨
胡
の
術
主
一
て
し
宮
旬
ま

し
て
市
民品併n
揖
一
9
ウ
ルP=プ
e
を
k
眼
梓
つ一

ハ小市仰&合
w
…剛
附
帥
長
凶

一
一

，告
』{
4目!44f:2J【〉一「一hU
引…
河巴
一や
榔
叱
百
配H陀A

正wを
乞
蹴
い
て
削
柑

て
去
る
十
一
月Eτ百
伺
そ
0
-

こ
由2仲施地
叫蹴臥
山が炉市百円且民控仙仰宮廿耳儲揖悼旦
一塗主
ゆ
す
，
.
抽
苦
闘
い
た
し
ま
一
目
盛
り
上
旬
。
意
欲
じ
ょ
っ

一焚
を
投
じ

て
路
開院
さ
れ
た
一

四
間
協
力
を
出
削
し
骨
せ
一
て
留
守市
議
篠
田
血
剛
容
を
一

戸
品

K
問
師
一

閲
覧

一
回
二
£
山
一

ιの
行
〈
ょ
う
た
も
の
に

ま
川
田
簿
成
を

H
る
事
由
一
位
止
つ
て
描
品
沙g
的
た
そ
し一
す‘危芋F伍千チ'rら.bり
ば
八
公
公
民
鮒
前
副
の
一て
自
+主t
的
に
匝
也
吋怠空e空L
れ札る三
一同
桁
で
弘
be
句

山
集来ま
ま

tした
.

一て
民
主
的
た
市
民
と
し
て
一

t
'ー
と
し
て
そ
の
揖
書
公
民
館

z
p
i
z
i
-忠
告

の

た
一同
よ

昂
で

t
3
.寸
l
o
l
li
-
-
-
一

I1
1
1
1
1
1
1ト
I
l
l
i
-
-ー

一マ
大
体

tぃ
t
z

品
開
数
日
一肢
は
訪
日
間
一
訪
日
黙
認
官
民
は
ほ
陪
同
ほ
ほ
怪
崎
ほ
法
μ
一閤
民
運
動
を展開
一

E
Z
2
22
2
一説げザベ
川訪
問

問川
町吋U
珠山内
一昨
日
時
間
比
一
持
十
即
日
M
M一
引
揚
援
護
愛
の
運
動
週
間

干
し
間
取
川
町
一
大
村
に
ス
ズ
ラ
ン
燈

一鉱
山
川
日
開
問

い
最
下
随
一
品
る
も
一聾
し
い

ν
ク

9
3
Z一市
民
芸
に
よ
っ
て

号

一

一民
語
大
村
文
部
結
成
単
一

gF85
3串

f
g

第 1号

せ

お

知

b 

成
る

よ1~' 政市村大昭和26年12Jl25日{三〕

説ん7ごら回覧して下さ い



a事

世

西

彼

杵

師

村

松

前
限

定

-e

大
村
山
鈴
闘

中
品
碑
剛山

大
根
切
Z
1A

ベ
村
市
坑
部
掴
荒
M

T

M

W

川

詑

椿

油

σ

高
野
一
正

栴

守

大

村

山
制
草
摺
今
L
M
m
O
山
久
夫

λ

公

取

彼

杵

郡

彼

杵

町

二
日
米川出

砂

大

村

山

三

副

田

口

正

之

醤

大

村

山

出

口
蝿

卦

戸

際

'

o

持

古

蝿

古

川

進

山
口
蝿

嗣

弁

倣

八

絵
師
一
ノ
拙
伏
似
ル
イ

嗣

亜

松

下
ミ
ヨ
子

荒

制

問

中

部

央宮
崎
浦
臨

川

越

博

武
醐
野
サ
ノ
ヨ

村
仲
汁
融
夫

k
野
政
市

甑
口
久
武
郎

同
踊
グ
ツ

米
山
民
子，

 

一
日
相
叩
1

0
 

骨

」
-
八
一
村
線
の
下
日

一終
列
車
延
長

一
大
村
市
で
院
大
村
柚
企

一輔
の
油
問
者
に
か
ね
て
単

一〈
製
的
話
さ
れ
た
、
住
刊
傑
一

一師
二
十

一
時
十
八
分
世

一

↑彼
杵
止
り
の
下
旬
八
二
一
一一一

↑列
車
り
大
村
延
長
に
対
l
一

一て
唱
市
附
叫
ぜ
‘
こ
共
に
か
ね
-

一て
闘
世
官
同
K
世
誕
動
宏

一進
め
て
い
た
が
.
い
よ

7
4B去
る
十
一
月
十
五
日

一か
ら
大
村
臨
ま
C

M

処
民
さ

一れ
、
彼
杵
畳
二
十
二
時
一
三

一十
分
大
村
暗
二
十
一r時」ハ

一分
と
左
り
、
k
hυ
列
事
も

一大
村

1
彼
杵
川
を
堪
叫
押
す

一
る
こ
と
と
た
句
大
村
盟
tn

一時
一
-
一十
分
、
彼
杵
斑
ハ
時

-
一
等
ハ
あ
か
ぜ
ぎ
.
牝
H
五
年
)

4

d

中
山、

刊
誌
括

一六
分
、
怖
世
市
保
七
時
九

，
ハ
こ
さ
き
ょ
、
牝
H
一一
年
V

前
舟
沖
、
今
村
枇
夫

一分
の
上
め
州
年
が
相
視
さ

，
(
第
一
一
さ
主
牝
廿
二
年
}
オ
中
山
、

倒
防
冊
一
師

一れ
た
い
I
l
l
1
1
1l

i
l
i
-
-川
削
利
子

一一二
時
ハ
た
け
と
し
牝
二
十
一
一年以

骨
桂

前
川
開
先

君
臨
茂
子

一，
円
ゆ
き
牝
二
十
問
年
〉

今

肉

体

重

存

カ

ガ

リ

竹

書

口
鈍

一

一

間

口
車

中

将

削

桂

一り
れ
れ
刊
に
肘
一
一
一
目
刊
誌
口
一

V

M
M

釜

直
定
時
剛
一
-
停

電

心

民

ぱ
川
村
盛
時幌

e

菅川永山
相
子
一

ム

シ

ロ

柄

本

山

喜

特

女

石

川

サ

カ

エ

一

和

牛

(

輸

出

)

間
土
被
け
ん
二
a
土
中
心
世
U

西
岡
山
刊
博

晶

傍

横

尾

ノ

プ
子

一
一
等
門
地
問章
二
十

一
年
以
一
入
車
池
間
百
掛

ミ

ノ

首

相

中

長

入

口
語

草

岡

商

品

良

ア

ヤ

子

一-一
等

ハ
今
代
，
十
九
年

ぱ

今

村

村

崎
代
的

掴

伝

聞

一

ノ
蝿

z

耐
震

同

明

確

，

中

冊

律

了

一，
ハ
崎
正
一
世
二
十
一
年
〉
M
T

小

川

尾

崎
正
雄

日
割
ザ
ル
見
=

田
中

砥

e

川
本
初
桂

寸

(

今
僻
牡
二
十

一年
lu

h
y
村

川

口

勝

馬

カ
ガ
り

竹
松
大
川
凹
蝿
似
口
問
太
郎

。

杭

臨

シ

メ

ノ

一一一

等

ハ
川
隆
と
一
十
一
年

I

〉

平

小

川

淵

延

勝

車

血

組

岳

分

誼

=

一

粒
茂
見

一

E
B
-
-
E』
t
t
E
F
Z屯

7

宗

寺

二

十

年

凶

器

林

間

土

三

，

b

加

島

問

一中

i
口
算
制
mw
百
口
茸
肢
の
液
況

7
a
i
-
2
3里
小

山

田

作

竹

松

大

川

品

目

口

百

竺

，

i
I
i
=
l
-
i

τ
υ掛
宅

二

十

年

)

岩

斡

雑

草

。

漫

一

-

一

年

即

日
露

一
市

主

催

。
笠

国

産

ロ

日

干

曾

一

一

税

馬

m

大
村
山
一

-
4

E
Z一

一『

ヨ

自

主

R

E

H
ヨ
H
4
E一
一
時

門
大
富
山
才
)
随
時
掛

カ

ガ

リ

耐

晶

君

山

治

一

市
内
じ
於
け
る
滋
替
の
一極
め
て
盛
況
で
あ

っ
た
一一
辱

長

千

六

I

才
)
立
師
寺

粧

耐
駅
到
悶

蝿

小

川

臨

一

一

7

〔旭

e
八
才
ぱ
竹
松

一

k
並
区
増
益
を
困
る
闘
一町
一
、
瀧
査
員
の
伽
亜
な
審
一

e

a

二

山
時

一
却

一的
で
行
わ
れ
た
昭
和
二
土
査
の
後
北
の
よ
-3

に
各
部
一
-
一等

ハ

髄

花
e
九
才
)
仰
ロ

カ

マ

ス

凶

一

柿

本

守
秘

一

一

一一
三
時
ハ
時

持

e
九
才
)
沖
凶

一
'
年
度
務
d
u
m肝
曾
松
、
一申
入
武
者
を
決
定
、
そ
れ
一

制
抵
山
内
岡

崎

高

村

盟
作

一

一

一

グ

ハ

耐
良
'
九
才
】

沖
閃

オ巾
金
酬
の
下
に
十
月
二
十

7
N
1
知
事円
以
並
に
市
抵
抗
一

竹
ザ
ル
竹
松
山
口
出
二

即

日
安
紘

一五
日
午
前
九
時
か
ら
市
内
一前
田
県
さ
れ
た
。
こ
の
品

7

ハ
官
事
九
才
)
旭
町

一
斗
入
ソ

l
ケ

良

一

瞬

時

有

一

一

7

P

杭
川
津
'

U
才
v

杭
出
枠

i

-竹
松
川
郎
ロ
拙
元
出
印
刷
世
情
↑刑
制
合
は
今
年
で
三
回
闘
で

-

醤

油

大

村
山
古
賀
品

制
方
灯
去

一間
跡
の
出
掛
で
開
仙
、
和
一ぁ
。、

年
主
共
に
盛
大
に
寸
《
野
柿
e

五
才
こ
の
醐

茶

大

村

山

松

M
h
ノ

蝉

細

川

斑

一牛
六
lf
耳
乳
Lr
J
4
五
一な
ふ
り
つ

h
b
E
。

一

能

力

競

技

茶

大

村

市

制

組

UM
刷
寺
山
山
崎
刊
A
4

一

L

d

-

一

一

一朗
、
時
二
十
二
副
肱
二
十
一門
商
量
は
品
評
禽
風
景
】

一
一
等
門
前
ニ
町
川
瓦
才
ぱ
杭
同
作

捕

凶

世

一

-

一

一μ
刷
、
山
学
十
h
岡
昌
二
一入

R
4氏
名
主
由
遇
。

一二

〈

陪

鞘

六

才

ぱ

山

田

拙

醤

油

大

村

市

小

路

口

林

茂

夫

一

一

一

一十
二

A

つが
い
カ
H
u
m
3
れ
一

一

一
-
一
専
門
岡
良
八
才
ぱ

沖
凶

味

噌

大

村

市

制
瓜

今

山

富

山

久

世

一

一

『同
等
ハ
M
M

組

F

九
オ
)
一
の

，
，P
り
ン
ピ

l
ス
大
村
山
小
路
口

川

口
敏
弘

日
九
等
ハ
帯

瓜

八
才
ゾ

旭
町

間

和

大

村

山

下

拙

紡

前

開

法

三
等

1E局

襲撃
開
拓
今
抗
措

嗣

井
郁
夫

嗣
爪
州
問
崎

士

n
川
秀
柑

間
指
今
布
開

山

口

正

回

二

川

謹

雄
三

山
崎
去
苦

凶

一

金

子

一，

品

二

粧

本

一，

大
村
山
制
踊
制
勘
寺
山
時
世
武
帥
一伊

昌
一一

中

村

銃

一。

大
村
市
竹
松
宮
小
路
松
本
医
信

一8

0

竹

粧

大

川

同

州

口
惜
睦

一，

e

竹松閥抗日
丸

高

尾

久

一，

o

e

黒
岡
山
祉
拍

一，
K
V

9

竹
松
小

路

口

川

竹

曲
太

S
一
一宮

a
一二
時

副
都
問
耐
太
郎

一ご
一一等

部
口
世
情

一一一-f
w

大
村
市
制
派
仲
間
蝿
古
川
努
柑

一一
-
等

岨
舟
分
岐

村

間
忠
一

一二
一等

二

等

一伊

情

" 

(四J

， 

q 

。

持。11

相t，. 

， 

第五回
農
産
品
評
曾

市
長
椋
は
竹
松
〈男子
)
鈴
回
全
子
)

， 

， ， 

。

帆

ト

マ
ト

梨入

率

恕大

担
ゴ
ボ
ウ

， -， 
~Ii' 

おh

昭和~6年12 fl 25 日

ぺ川勺'."'.''.~. 

時 '

， 

大
村
市
主
制
D
m
h
問
鈴
鹿
品
卸

A

誌
は
山
、

m
国
尚
、
設
跡
、
背
年
同
共
仙
の
寸
一ー

に
十
二
月
八
、
九
隔
日
市
内
竹
松
抑制
F
H大
村
晶
北
町
時
串
校
で
開
制
、

市
内
各
一-e
 

地
面
か
ら
出
品
さ
れ
た
約
二
千
酷
叫
中
か
ら
武
の
よ
う
に
入
選
作
が
伏
見
九
日
作
一

前
十
時
か
ら
月
川
蝉
操
業
日
駒
場
長
、
何
野
大
島
高
校
長
、
川
崎
市
助
枚
、
小
悼
一。

々

wm時
件
岬
師
長
等
川
席
。
下
に
株
査
強
ま
並
に
抗
品
提
出
典
式
が
願
行
さ
れ
各
時
入
一，

選
者
に
は
大
村
山
長
賞
か
担
問
問
さ
れ
た
。

一，

入
愚
者
氏
名
三
一
$
以
上
v

一，

北
町
西
ふ
り

っ

た
お
呼
び
も
の
の
大
村
山
長
杯
争
噂
白
各
地
匝山
内
4
剛
腕
位
で
は
.刷
出
子
《
刷
-9

車問一
v

竹
松
臨円年
幽
.
女
子
円
帥融
制
〉
齢
悶
背
年
幽
が
優
賞
し
、
そ
れ
ん
¥
叫
れ
の

市
長
杯
が
授
山
間
さ
れ
た
。

普
作
特
作
入
賞
者
氏
名

哨

" 

" 

， 

'世 e軍卵峠'卵'
胎i
手
掛

物、

=嗣 窓竹史 。
柿 Eー松一

掛
矢
拭

続'大人事(， 
委

嗣

キ仕

平
， 

農
業
工
作
品
入
賞
者
氏
名

-， 
等'll

よ

， 

清
川

3
も
え

粧

崎

世

川
村
撞
曲

山
水
流
出

閥単
T

耕
-

山
崎

問
中
韓
見

吉
岡
ア
ツ
子

櫨
謹
担
師

且
揖

岡

井

隆

川
脇

山静

岡

岡

悟

向
日
間
見

}
ノ
湘
俊
夫

布
川
一

碗 由 'IJ府 白 胤日大人柿?と小小川金柑
卸鈴

豆型動著謀者商 品 巷

校
内
特
女

校
内
政
ニ

院
内
定
三

位
内
山
崎
ニ

品
阿
山
ノ
蝿

校
内
凶
-

大
村
市
荒
嗣

砂

竹

松

田
口
ニ

g

的
関
陰
苓

回
一

大
村
市
竹
松
黒
丸

。
三
浦
今
村
崎

直
三

間
一一

定一

一

竹
松
宮
小
路

。

， 

lJt豆審制時

出腔?大佐世蕗控伊佐耐位制大
口内 村 i竹内 l竹内 内煎内 lf(村 生l
拭 日 '11 j Jl益段段 凶 品 川特 郡 市
二 二 立=二 三 二 三国女 古 笠

制 蝿拙 制 r¥fr
sド中

fi;岳

' 等
待 値

氏

名

相
場
雅
子

判官
下

弘

石
川
さ
か
え

荒
川
艶
子

開

臨

弘

千
叫
判
事
盟

国
代
臨
維

立

石

直

判
官
蕗
武
良

一
ノ
醐
舵

山
下
情
夫

。

" 

小大小伊水大米大港小 tl'li大 小 品
1E 

E 隼 !Ii精米 li!i:名

" 

/，/ ~ 17 -

時時

， 

， 

， 

， 

政

， 

， 

l' _. '1 

時

• 

"二一 '
暗 号F

q 

， 
市

， 

， 

， -， 
得

， 

， 

， 

村

" 

， 

" 

ク

" 

• 

" 時

• 
大

組宜

， 

， 

。 .
'll 

， 

， ， 

" 

参与宜 2修

， 

， 

牧
山
武
夫

鹿
山
雅
台

執
凶
喜
三
郎

描
山
朝
一

轟
岡
秀
放

処
陥
鼎
雄

A
S
M
M

情

総
本
記
雄

野

口

茂

" 

， 

， 

制
井
朗
八

， 

， 

" 

， ， 

(木

炭

の

特
等
北
川
内

二
等

部
)

市

血

-

久
州
政
一

回
暗

掛

川
開

山
口
針
太
田

， 。， • ， 
t浮

， 

~~ 

嗣
間
三
一見

見
K
拙
作

森
山
間
雄

野

口

茂

今
思

柑

以
下
次
A
M
建
峨

青
年
園
封
抗

第 1号

? 

竹

f.i 
ヤf

" ， : " 

食事

和

牛
{蕃
殖
}

て

牝

、
十
九
司
生
〉

L

ザ
山
崎
岬
閥
抗

等
《


